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１．研究計画の概要 

 

(1) 本研究は、ウェブ教材や電子黒板用の
ウェブ教材に対して、学習者が自由に
絵・文字・付箋・アンダーライン・マ
ーキングといった書き込みを行うとい
う基本技術を応用し、ネットワーク化
された教室での学習環境（電子化され
た教室環境）に発展させるものである。 

(2) まず、第１に、授業における書き込み
の効果についての調査・実験を行い、
効果的な書き込みを見極めること。 

(3) 第２に、第１の結果を踏まえてウェブ
に書き込み、共有するシステムの構築。 

(4) 第３に、構築したシステムを使用した
学習効果を実証実験する。 

(5) 第４に、ＰＣ教室で電子黒板との連携
に必要な各種インタフェースを決定し、
その効果を実証する。最後にプロトタ
イプ的に実装をしたシステムを広く誰
でもが使えるようにすることを目標と
する。 

 

２．研究の進捗状況 

 

(1) 2008年度～2009年度は、教師が利用す

るための電子黒板やタッチパネル式情報端末

の有効な機能を明らかにするため、文献調査

および、博物館、企業展示等に多く出向き取

材調査を行った。さらに、授業で用いる入力

デバイスとして何が最もふさわしいかの調査

を調査し、普及の観点から、現在最も普及し

ている任天堂DSや、スマートフォン等が有力

であることがわかり、電子黒板との連携を行

うことを目指し、ソフトウェアのフレームワ

ーク開発を開始した。 

(2) 一方、そもそも授業時や、試験時にノ

ート上にアノテーションをすることの学習効

果があるのかどうかを文献調査および、実験

によって検証を行い、単純な形式の定まった

アノテーション以外は、効果がないという結

論に至った。コンテンツに対してアノテーシ

ョンをして理解を深めるような方式ではなく

、生徒のアノテーションを教員が利用する方

が、タブレットデバイスと電子黒板の連携で

は重要であることが示唆された。 

(3) 2010年度からは、いくつかの実験と調

査を行った。調査によって、電子黒板上に登

場させる好感度が高いアニメキャラクターの

描き方の特徴が分かった。文字ベースの画面

共有実験によって問題点を明らかにした。ア

ノテーションの実験によって、やはり、学生

によるフリーなアノテーションの意味がない

ことや、それを技術的に実現することは効果

が薄いと判断した。そのため、授業中の意見

、感想、質問などをアニメーションのアバタ

ーが代わりに発言するというシステムを構築

し評価実験を２回行い、さらに、そこでのシ

ステム評価結果を踏まえ、電子黒板システム

と統合させた、学生の意見を共有する統合教

室環境に拡張し、実際の授業で実証実験を行

った。その結果、システムは大変煩雑で大掛

かりにはなったものの、実際にシームレスに

、授業コンテンツと学生の授業中の書き込み

が統合された授業環境が構築され、授業評価

は高かった。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
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当初、フリーハンドによるアノテーションの
効果があることが前提の研究仮説と開発で
あったが、アノテーションの研究を重ねた結
果、まったく効果がないことが証明されてし
まったため、文字ベースの共有のシステムに
している点で、当初の計画とやや異なるシス
テムになっているという点で①とは言い難
い。しかしながら、かえって実用的で簡素な
システム開発が順調に進んでいるといえる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 2010年度にプロトタイプが完成し、模擬実
験を行ったチャット共有環境を実際の授業
で実証実験を行う。 
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